
全
日
中
事
務
局
だ
よ
り

◆
昨
年
１２
月
、
中
国
の
湖
北
省
武
漢
市
で
最

初
の
症
例
が
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
瞬
く
間
に
世
界
中
に
感
染

が
拡
大
し
た
。
我
が
国
に
お
い
て
は
２
月
２７

日
に
首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

イ
ウ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
に
お
い
て
安
倍

首
相
か
ら
全
国
の
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
に
対
し
て
、
３
月
２
日
か
ら

春
季
休
業
日
ま
で
の
間
を
臨
時
休
校
と
す
る

要
請
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
翌
２８
日
に
臨
時
休
校
措
置
に
よ
り
生
じ

る
課
題
に
つ
い
て
全
国
の
調
査
研
究
協
力
校

に
対
し
調
査
を
依
頼
し
た
。
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
文
部
科
学
省
の
関
係
部
署
に
現
場
の

声
と
し
て
届
け
た
。

令
和
２
年
度
の
全
日
本
中
学
校
長
会
各
地

区
研
究
大
会
も
全
て
中
止
の
決
定
が
さ
れ
る

中
、
令
和
２
年
度
第
７１
回
全
日
本
中
学
校
長

会
Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
が
書
面
表
決
及
び
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
り
開
催
さ
れ
た

の
で
、
そ
の
概
要
報
告

◆
５
月
２１
日
（
木
）
全
日
本
中
学
校
長
会
会

館
及
び
各
基
地
局
で
令
和
２
年
度
第
７１
回
全

日
本
中
学
校
長
会
Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
開
会
式
で
は
、
川
越
豊
彦
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
退
任
さ
れ
た
役
員
の
方
々
に
表
彰

楯
が
贈
呈
さ
れ
た
。

【
表
彰
楯
受
領
の
方
々
】

令
和
元
年
度

第
７１
回
総
会
表
彰
楯
受
領
者
（
敬
称
略
）

川
越

豊
彦
（
東
京
都

会

長
）

新
沼

潔
（
北
海
道

副
会
長
）

鹿
野
内
憲
一
（
北
海
道

理

事
）

伊
東

義
晃
（
北
海
道

会
計
監
査
）

川
井

清
広
（
青
森
県

理

事
）

小
野
寺
昭
彦
（
岩
手
県

理

事
）

石
郷
岡
仁
司
（
秋
田
県

副
会
長
）

鈴
木

一
史
（
宮
城
県

理

事
）

松
本

良
雄
（
栃
木
県

理

事
）

綿
貫

知
明
（
群
馬
県

理

事
）

小
林

晃
（
埼
玉
県

理

事
）

市
東

努
（
千
葉
県

理

事
）

酒
井

泰
（
東
京
都

理

事
）

林

孝
之
（
神
奈
川
県

副
会
長
）

古
屋

勇
紀
（
山
梨
県

理

事
）

西
澤

道
生
（
長
野
県

理

事
）

阿
尾

行
将
（
富
山
県

理

事
）

福
永

伸
治
（
石
川
県

理

事
）

北
川

裕
之
（
福
井
県

理

事
）

桑
原

利
光
（
岐
阜
県

理

事
）

羽
田

明
夫
（
静
岡
県

理

事
）

牛
田

宏
昭
（
愛
知
県

副
会
長
）

林

徳
孝
（
愛
知
県

会
計
監
査
）

森
田

定
（
三
重
県

理

事
）

今
井

公
夫
（
滋
賀
県

理

事
）

松
元

伸
祥
（
京
都
府

理

事
）

文
田

英
之
（
大
阪
府

理

事
）

白
井

俊
彦
（
兵
庫
県

副
会
長
）

吉
岡

義
次
（
奈
良
県

理

事
）

足
立

祥
一
（
鳥
取
県

理

事
）

池
田

宗
市
（
島
根
県

副
会
長
）

大
月

康
嗣
（
岡
山
県

理

事
）

米
谷

剛
（
広
島
県

理

事
）

（４６）



岩
田

嘉
憲
（
広
島
県

会
計
監
査
）

井
上

光
司
（
香
川
県

副
会
長
）

野
々
村
拓
也
（
徳
島
県

理

事
）

足
立

一
志
（
愛
媛
県

理

事
）

小
川

隆
弘
（
福
岡
県

理

事
）

槇
原

靖
宏
（
佐
賀
県

副
会
長
）

竹
下

恒
範
（
熊
本
県

理

事
）

板
井

一
哲
（
大
分
県

理

事
）

米
村

公
俊
（
宮
崎
県

理

事
）

寺
園

伸
二
（
鹿
児
島
県

理

事
）

亀
澤

信
一
（
東
京
都

事
業
部
長
）

�
松

政
則
（
東
京
都

給
与
対
策
部
長
）

全
日
中
の
諸
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
中

学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
先

生
方
に
、
全
国
の
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
心

よ
り
感
謝
し
、
敬
意
を
表
し
た
い
。

表
彰
楯
贈
呈
に
続
き
、
文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一
様
、
全
国
都
道
府
県
教
育
委
員

会
連
合
会
会
長

藤
田
裕
司
様
、
全
日
本
中

学
校
長
会
第
４１
代
会
長

直
田
益
明
様
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
齊
藤
正
富

予
算
対
策
部

長
が
代
読
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
で
は
、全
て
の
案
件
が
承
認
・

可
決
さ
れ
、
令
和
２
年
度
全
日
本
中
学
校
長

会
会
長
に
は
、
三
田
村

裕

東
京
都
八
王

子
市
立
第
七
中
学
校
長（
前
教
育
研
究
部
長
）

が
選
出
さ
れ
た
。
続
い
て
新
会
長
か
ら
川
越

豊
彦
前
会
長
に
表
彰
楯
が
手
渡
さ
れ
、
退
任

の
御
挨
拶
が
あ
っ
た
。
午
後
に
は
、
文
部
科

学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
長

滝

波
泰
様
か
ら
「
当
面
す
る
初
等
中
等
教
育
に

お
け
る
諸
課
題
」
の
御
講
演
に
引
き
続
き
、

教
育
課
程
課
・
財
務
課
・
生
徒
指
導
課
・
ス

ポ
ー
ツ
庁
か
ら
の
行
政
説
明
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
機
関
誌

中
学
校
８
月
号
に
て
御
報
告
の
予
定
。

○
臨
時
常
任
理
事
会
は
、
７
月
２２
日
（
水
）

午
後
１
時
３０
分
〜
全
日
中
会
館
で
開
催
予
定

で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
収
束
せ
ず
、
全
日
中
会
館
へ
集
合
で
き
な
い

場
合
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
り
開
催
す
る
。

○
第
２
回
常
任
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
第
７１
回
全
日
本
中
学
校
長
会
研
究
協
議

会
和
歌
山
大
会
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
常
任

理
事
会
に
つ
い
て
は
既
に
、「
常
任
理
事
会

及
び
理
事
会
は
和
歌
山
県
に
お
い
て
開
催
す

る
方
向
で
準
備
を
進
め
る
。
た
だ
し
、
７
月

下
旬
ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
が
収
束
に
向
か
っ
て
い
な
い
場

合
は
、
中
止
と
す
る
」
と
の
決
定
が
さ
れ
て

い
る
た
め
、既
に
宿
泊
の
予
約
希
望
を
取
り
、

収
束
状
況
を
把
握
し
、
７
月
３１
日
（
金
）
に

開
催
の
可
否
等
に
つ
い
て
決
定
し
連
絡
す
る

こ
と
と
な
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
際

に
連
絡
予
定
。

○
第
２
回
理
事
会
に
つ
い
て
も
第
２
回
常
任

理
事
会
と
同
様
な
手
順
で
進
め
る
こ
こ
と

な
っ
て
い
る
。

会
員
訃
報

岩
手
県
岩
手
町
立
一
方
井
中
学
校
長

佐
藤
利
之
様

五
八
歳
四
月
二
十
一
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、
御
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
長

松
澤

宏
尚
）

（４７）


